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危険・有害ごみの分別について 

１． 危険ごみ 

種類 分別区分 分別方法 

①エアゾール製品等

（スプレー缶、カセット

ボンベなど） 

かん 

 

中身を使い切って、穴をあけてガ

スを抜く 

 

 

できるだけ缶とは別の（スプレー

缶だけの）袋に入れる 

②ライター 燃やせないごみ 

 

 

中身を使い切る 

無色透明または半透明の袋に入

れて出す 

 

現状の問題点 

①エアゾール製品等 

 ・穴あけによる事故（ガスが目に入る、ガス爆発）の危険 

 →国からは、穴をあけずに収集する体制を整えるよう通知されている。 

 ・中身が残っているエアゾール製品等による収集車両及び処理施設にお 

  ける火災の危険 

②ライター 

 ・中身が残っているライターによる収集車両及び処理施設における火災 

  の危険 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

黒石地区清掃施設組合チラシ 

最近起きた爆発事故 
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２． 有害ごみ（水銀使用廃製品※1） 

種類 分別区分 分別方法 

①蛍光管 

 

 

燃やせないごみ 

 

無色透明または半透明の袋に入

れて出す 

 

②電池類※2 

 

 

※1水銀体温計、水銀血圧計、水銀温度計は市の窓口回収としている。 

※2ボタン型、充電式は収集しないごみ（回収協力店を案内）としている。 

 

 

 

 

 

 

現状の問題点 

①蛍光管 

・水銀の飛散・流出の危険  

②電池類 

・水銀の飛散・流出の危険（ボタン電池） 

・収集車両や処理施設における火災の危険 

（ボタン電池、リチウムコイン電池、小型充電式電池） 

 

  

 

 

 

 

水銀使用製品回収ボックス 

（市の窓口回収） 

ボタン電池回収缶 

（回収協力店） 

小型充電式電池リサイクルボックス 

（回収協力店） 

黒石地区清掃施設組合チラシ 
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３． 分別区分の変更について 

変更案 

種類 分別区分 分別方法 

①エアゾール製品等

（スプレー缶、カセット

ボンベなど） 

危険ごみ 

 

 

①中身を使い切り、穴はあけない 

②中身を使い切る 

無色透明または半透明の袋に入

れて出す ②ライター 

③蛍光管 

 

有害ごみ 

 

購入時の箱や厚紙で包む 

 

④電池類（乾電池、

ボタン電池、コイン電

池） 

ボタン電池、コイン電池はテープ

で絶縁する 

 

 

無色透明または半透明の袋に入

れて出す 

⑤小型充電式電池

（モバイルバッテリー

などを含む） 

収集しないごみ 市の窓口回収 

 

変更時期（予定） 

令和６年４月 

 

今後のスケジュール 

 ①弘環組合及び構成市町村で処分方法など細部を協議（5月予定） 

 ②令和５年度第１回審議会（7月頃予定）で最終案を審議 

 ③方針決裁 

 ④令和５年９月～周知（なごみ生活、広報ひろさき、アプリ、HP、ラジオ） 

 

 


